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キ
ーワー

ド　ロ ン グフ ェ イ ス ，側方拡大 ，圧下，下 顎 の 回転，叢生

抄録 ：本 症例 は 初診時年 齢　　　　　　　　 で ，上顎 犬

歯の 低位 唇側 転 位 を伴 う重度 の 叢生，臼 歯部 の ク ロ ス バ

イ ト，ア ン グル II級 お よ び下 顎 下縁平面 の 急傾 斜 を呈 し

て い た．第 三 大 臼 歯お よ び．ヒ下 顎両 側第
一

小 臼歯 の 抜 去

後，ク ウ ォ ド ヒ ー
リ ク ス 装置で 、lr．歯 列 を 側 方拡大 し，プ

リ ア ジャ ス テ ッ ドエ ッ ジ ワイ ズ 装置に トラ ン ス パ ラ タ ル

ア
…チ とヘ ッ ドギ ア を併用 し て 歯の 配 列 を行 っ た ．2年

11か 月 の 動的治療 の 結果 ， 適 切 な オ ーバ ージ ェ ッ ト と

オ
ーバ ーバ イ ト，犬 歯 お よび大 臼歯の 1級関係が獲得さ

れ た．上 歯列 の 圧 ドお よび大臼 歯の 近 心移動 に よ っ て 下

顎 が 前上方 に 回転 し，側貌 も改善 された．現 在 も安定 し

た 咬合状態が維持 され て い る．

　　　　　（Orthod　Waves 　62 （2）：ユ49〜155，2003 ）

Orthodontic　treatment　of　an 　adult 　patient

　　having　a　Class　II　ma 且occlusion 　with

　　ahigh 　mandibu 且ar 　plane 　ang 豆e　and

　 severe 　tooth　crowding ：acase 　report

01d 　woman 　having　a　high　mandibular 　plane 　angle 　and

aClass 　II　 malocclusion 　Nvith 　posterior 　crossbltes 　and

severe 　anterior 　cro 、〜
・ding　accumpanied 　by　high

canines ，　The 　⊂）rthodontic 　treatlnent 　involved　the

extraction 　of　the　four　first　premolars 　and 　a 】1　the　third

mo 】a 「s，　maxilla 「y　late「al　exPansion 　wiLh 　a　quad．helix

apPliance ，　 and 　t〔｝o しh　aligIune ！lt　wi しh　a　preajusted

edgewise 　apPliance 　ill　conlunction 　wjth 　a　transpalataI

arch 　and 　a　headgear．　The　active 　treatment　was 　cし｝m −

pleted　in　35　months ．　Class　I　canine 　 alld 　n〕olar 　rela −

tionships　were 　achieved 　with 　all　optin 〕al 〔）verbite −

overlet 　relationship ．　The 　patient
「
s　facial　pr〔｝file　 was

also 　irnproved，　 owing 　to　a　f藍）rward 　and 　upward 　mall −

dibular　rotati 〔，11　that　was 　brought　by　intrし1sion 　of

maxillarv 　incisors　and 　 molars 　 and 　by　 mesial 　 move −

mellt 　of 　mo 三ars ．　The 　occlusal 　and 　esthetic 　results 　were

preserved 　thr〔エughout 　the　retention 　period ・

　　　　　（Orthod　Waves 　62 （2）：149 〜155，2003 ）

Abstract ：Acase 　is　presented　of 　a

緒 言

　ロ ン グフ ェ イ ス 症例で は，上顎骨 の 後方回転，口蓋

平面 の 下方位 や 臼歯 の 挺出に よ り，下顎 が 後下方へ 回

転 し，下 顔面高 が 過 大で あ る場合が 多 く
L
礼 開咬が 認

め られ る場合 もあ るが ，正 の オ
ーバ ーバ イ トや 過 蓋 咬

合が 認 め られ る こ と もあ る
鴎 ．また，ヒ下顎 の 切歯 は

裔立 し，叢生 が 認 め ら れ る こ とが 多い
’・2〕．本症例 に お

い て も下 顔面高 の 過 大が 認 め られ，口 蓋 の 前方部 は 下

方位 を と り，オ トガ イ の 位置 は後 ド方 で あ っ た．オ ー

バ ーバ イ トは 正 の 値 を示 し，．ヒ下顎前歯 は直 立 し，叢

生 が 認 め られ た．

　ロ ン グ フ ェ イ ス の 病 因 と し て は ，ア デ ノ イ ドや 口 呼

吸等 の 他，下顎挙上筋 の 筋力が 弱 い こ と が あ げ られ て

tsり
1・2），臼歯 の 過 度の 挺出に よ っ て ，顎 が 後 下 方 へ 回

転 す る とい わ れ て い る
1−4〕．そ の た ぬ 成長 の 終 了 した

成人 に お い て ロ ン グ フ ェ イ ス を改 善 す る に は ，外科的

に ヒ顎 を圧 下 し て ，下顎 を前上 方へ 回転 きせ る こ と が

必要 とな る こ と が 多 い
1・5）．しか し，本症例 で は，患者

が顔貌 に つ い て は改善 を特に 望 ん で い な か っ た た め ，

外科的矯 正 歯科治療 は 行 わ な か っ た ．装置の 力 系に 配
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　　　図 1 顔面 写真

A ：初 診時

B ：動処終了時

C ：保定 終 了時

慮 し なが ら歯科矯正 単独 で の 治療を行 っ た 結果，良好

な 咬合が 得 られ た と同時 に ，下顎 の 前上方へ の 回転 に

伴 う顔貌の 改善 が 認 め られ た の で 報告す る．

初診時所見

　患者は初診時年齢　　　　　の女 性 で ，上 顎犬歯の

低位唇側転位 と下顎前歯 の 叢生を主訴 と し て 来院 し

た．特記すべ き全身的お よ び局所的な既往歴 は認 め ち

れ な か っ た が
， 家族歴 と し て 父親 に叢生 が認 め られた．

歯科矯正 治療 に対 す る態度 は積極的 で あ っ た．
　 1．臨床的診査 （図 1A ，2A ）

　患者 の 健康状態 は 良好で あ っ た．顔貌所見 と して は，
正 面観 は 左右対称的 で あ り，側 面観は凸型 で あ っ た．
下顔面高の 過大，オ トガ イ の 後退感，お よ び口 唇閉鎖

時 に お け る 下唇 の 緊張感 が認 め られ た．口 腔内所見 と

し て は ， 下顎左側第三 大 臼歯を除 くすべ て の永久歯が

萌 出 して お り，多数 の 処置歯 が 認 め られ た．上 下顎前

歯部に著しい 叢生 が 認 め られ，上 顎 両側犬歯が 低位唇

側転位 して お り， 左側 で 上 顎側切歯 と下顎側切歯 ・
犬

歯 の 間 に 交叉咬合が 認 め られ た．臼歯部 に お い て も両

側 で上 下顎 の 第 二 小臼歯，第
一・第二 大臼歯部 に 交叉

咬合 が 認 め られ た．ま た，軽度 の 歯肉炎 が認 め られ た ．

　 2 ．模型分析所見 （図 2A ）

　過去 の 文献 で は ，上歯列 に お け る 左右 の 第
一

小 臼 歯

間距離 の 平均値 は 41．8mm と報告 さ れ て お り，本症

例 は そ の 値 と比較 し て 上 歯列 の 幅 径 は 狭 か っ た （表

1）6〕．ア
ー

チ レ ン グ ス デ ィ ス ク レ パ ン シ ーは ， 上顎
一

16．4　mm ，下顎
一12．9mm で あ っ た．

　 3 ．パ ノ ラ マ エ ッ ク ス 線写真所 見 （図 3A ）

　上顎両 側第
一

大 臼 歯，下 顎 右側第 二 小 臼歯お よび 第
一

大 臼歯 は 根管治 療 歯 で あ っ た ．

　 4 ．前後方向 の 問題 （図 2A ，図 4，表 2）

　側面頭部 エ ッ ク ス 線規格写真分析 に よ る と，大阪大

学大学院歯学研究科顎 顔 面 口 腔矯 正 学教室所蔵 の 標準

値
7，

と比較 し て，骨 格 系 に つ い て は ，
∠ SNA ，∠ SNB
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　　 図 2 ロ 腔内写真

A ：初診時

B ：動 処終了時

C ：保定終了時

は い ず れ も 1S ．　D ．を超 え て 小 さか っ た が，∠ ANB は

標準的で あ っ た．また 上 下 顎 と も前歯 は舌側傾斜 し て

い た．上 下 顎第
一

大 臼 歯の 対合関係 は ア ン グル II級で

あ り，オ ーバ ージ ェ ッ ト は 2．ユlnm で あ っ た．

　軟組織分析所見 と し て，E −line8｝に 対す る 上唇 お よ び

下唇 の 位 置 は そ れ ぞ れ
一2．2mm ，＋ O．4　mm で あっ

た．H −line9）　to　NB は 12．IZ　L　ltoNB は 10．1mm ，

Holdaway　ratio
コm

は 10．1 ：0．8で あ っ た．
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表 1 歯列幅径 の 変 化

　　　　　　 上 顎　　　　　　　　　　　　　　　下 顎

初 診 時

’
治療終了時　保定終了時　 初 診時　 治療終了 時　保定終了 時

　 犬歯

第
一

小 臼歯

第二 小 臼歯

第
一

大臼歯

第二 大 臼歯

38．132
，538
，443

．552
，1

36．2

43．647
．554
，5

36．O

43 ，847

．454
．5

21．427

．540
，244
．147
．4

26．5

37，642
．147

，5

26，5

37．04
ユ．247
．1

図 4 側面エ ッ クス 線写真 に よる重ね合わ せ

　実 線 ：初診時

　点線 ：成人 歳女性平均 プ ロ フ ィ ロ グラ ム

図 3 パ ノ ラ マ エ ッ クス 線写真

A ：初診 時

B ：動処終了時

表 2　治療前後の 側 面位 エ ッ クス 線規格 写 真の 各計測値 と標 準値 の 比較

初 診 時　　動処終了 時 保定後 2年時 　 標準値
η

平 均 標 準偏差

SNA （deg．＞
SNB （deg．）
ANB （deg．）

FMA （deg．）
FMIA （deg，）
Mp −SN （deg．）
Go 　A ．（deg．）
U1 −FH （deg，＞
L1−Mp （deg．）
S−N （mm ）

Ptm 厂ANS （mnl ）

Ar．．GQ （mrn ）

Go −Me （mm ）

Overjet（m エn ）

Overbite（lnn1 ＞

73．069

．G
　 4．048

．453
．553
．8135

．197
．078

．172

．153
，040
．876
．2

　 2．1

　 2．6

73．171
．5

　 1．642
．352
．25G

．0135
．1108

．185

．572
，233

．141
，076
．8

　 2．5
　 2．5

73．171
，3

　1．842

．352

，850
．5135
，2108

．086
．072
．233
．141
．276
．8

　 2，5
　 2．5

80 ．877

，9
　 2，830

，556
．137
．1122
．1105
，993
．467
．947
，947
．371
，4

　 3．1
　 3．3

麗

罷
鷺

貅

餌

鴛
珮

B
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　 5 ．横方向の 問題 （図 2A ）

　骨格系 に つ い て は左右対称 で あり，歯系 に つ い て も

上 下顎前歯 の 正 中 は顔面正 中 に
一

致 して い た．

　 6 ．垂 直方 向 の 問題 （図 2A ，図 4
， 表 2）

　骨 格系 に つ い て は，Mp −SN は 3S ．　D．を超 え て大 き

く，ハ イ ア ン グ ル ケー
ス で あ っ た．歯系 に っ い て は，

オーバ ーバ イ トは 2．6mm で あ っ た．軟組織分析所見

と し て，Gr−Sn ：Sn −Meii ）は 1 ： 1．2 で あ っ た ．

参
一一層一
口 断

　重度 の叢生 を 伴うア ン グル II級不 正 咬合，骨格性 1

級，ハ イ ア ン グル 症例．

　治療方針 に つ い て は，1）オーラル ハ イ ジーン コ ン

トv 一ル
， 2）上 下顎両側第

一
小臼歯，上 顎両側第三

大臼歯お よび下 顎右側第 三 大臼歯 の 抜去， 3）ク ウ ォ

ドヒーリクス 装置 に よ る上 歯列 の 側方拡大， 4） トラ

ン ス パ ラ タ ル アーチ （ク ウ ォ ド ヒーリ ク ス 撤去後） と

ハ イプ ル ヘ ッ ドギア に よ る加強固定，お よ びエ ッ ジ ワ

イ ズ装置 に よ る歯 の配列，5 ）保定，と した．

　本症例で は，著 しい 叢生 の 改善の た め に ，抜歯 が 必

要 で あ っ た．下顎右側第二 小 臼 歯が 根管治 療歯 で あ り，
また ア ン グル II級で あっ た た め，下顎 に つ い て は，第

二 小 臼歯の 抜去も考え られ た が，前歯 の 叢生 が 大 き

か っ た こ とか ら，第一
小臼歯 を抜去 した．第三 大臼歯

に つ い て は ，萌出ス ペ ー
ス が 不足 して い る との 判断で

抜去 し た．

治 療 経 過

　 オー
ラ ル ハ イ ジーン コ ン トロ

ー
ル に つ い て は，治療

期 間 を通 じて 注意 を払 っ た．　　　　　 に上 顎 に ク

ウ ォ ド ヒーリク ス を 装着 し，歯列の拡大 を開始 した．
治 療 開始後 2 か 月時 に 下顎右側第 三 大 臼 歯を 抜去 し

た ．治 療開 始 後 5 か 月時 に 上 顎 に ハ イ プル ヘ ッ ドギア

を装着 し，上顎 両側第
一

小臼歯を抜去 し， 上 歯列 に プ

リア ジ ャ ス テ ッ ドエ ッ ジ ワ イ ズ 装置を装着 した．そ の

1 か 月後 に 下顎両側第
一

小 臼歯を抜去 し，下歯列 に

エ ッ ジ ワ イ ズ 装置 を装着した．装置装着後 9か 月時 に

上 顎両側第三 大臼歯 を抜去 し た．治療開始後 12か 月時

に ク ウ ォ ド ヒーリ ク ス を撤去 し，トラ ン ス パ ラ タ ル

アーチ を装着す る と と もに アーチ ワ イヤーに て 上 歯列

の 幅径 を維持 しな が ら ト
ー

ク コ ン トロ
ー

ル を行 っ た．

　上歯列 の レ ベ リン グ に際 して は，低位唇側転位した

犬 歯 を除 い た 前歯部 お よ び 臼歯部 に連続 した ニ ッ ケ ル

チ タ ン アーチ ワ イヤ
ー

を装着し， ワ イ ヤ ーの サ イ ズ を

増 して い っ た．．016× ．022イ ン チ の ニ ッ ケル チ タ ン ワ

イ ヤ ーが 装着され た と き，．012イ ン チ の ニ ッ ケ ル チ タ

ン の ワ イ ヤーをオ ーバ ーレ イ して 犬歯 の レ ベ リ ン グを

開始 し，そ の後オーバ ーレ イの ワ イ ヤー
を．016イ ン チ

まで サイズを上げて い っ た．II級 の 大臼歯関係を改善

す るた め に 顎間 ゴ ム を 3 か 月使用 した が，大臼歯が挺

出 し な い よ う に 下顎 に っ い て は 第 二 小 臼 歯に 適用 し

た．トラ ン ス パ ラ タ ル アーチ とハ イプ ル ヘ ッ ドギ ア は

抜歯ス ペ ー
ス の 消失後，使用 を中止 した．動的治療期

間 は，上顎 は 35か 月，下顎 は 29 か 月で あっ た．

　治療開始後 35か 月時に，上 顎 に ベ ッ グ タ イ プ リテ ー

ナー，下顎 に ス プ リン グ リ テーナーを装着 し，保定 を

開始 し た．24か 月の 保定期間 を経 て，器 械的保定を終

了 した．

治 療 結 果

　 1 ．臨床的診査 （図 1　B ，C，図 2　B，　 C）

　下 顔 面 高の 過大 お よ び オ トガ イ の 後退感 が 改善 され

て 側貌 は直線 型 とな り，また ，［コ唇閉鎖時 に お け る下

口 唇 の 緊張感 も消失 した．上 下顎歯列 の 著 しい 叢生 は

改善 され，緊密な 咬合状態が 獲得さ れ た．

　 2 ．パ ノ ラ マ エ ッ ク ス 線写真分析所見 （図 3B ）

　歯根 の 平行性 に つ い て は ， 概 ね 良好 で あっ た．第二

小 臼歯に わ ず か な 歯根吸収 が 認 め られ た．

　 3 ．前後方向の 問題 （図 5，表 2）

　骨格 系 に つ い て は ，
∠ SNA は ほ と ん ど変化 し な

か っ た が ∠ SNB が 増加 し た た め ， ∠ ANB は減少 し

た．歯系 に つ い て は，初診時 に ア ン グル II級 で あっ た

大臼歯関係 は 1級 へ と改善さ れ た．また，上下顎 前歯
の歯軸は唇側 に 傾斜 し，よ り標準的とな っ た．オーバ ー

ジ ェ ッ トは 治療前と同様，標準的な値 で あ っ た．軟組

織分析で は，E−line8）に対 す る上 口 唇 お よ び下 口 唇 の 位
置 は

一2．8mm ，− 2．Omm とな っ た．　 H −line9》 to　 NB
は 8 ．8

°
へ ，Llto 　NB は 9．3　mm へ ，　 Holdaway 　ratio

は 9．3 ：1．8 となっ た
10 ｝．

　 4．横方向の 問題 （図 2B ，　 C，表 1）

　上歯列 の 幅径 に つ い て は，第 二 小 臼 歯部 で 5．2　mm
，

第
一

大 臼 歯部 で 4mm ，第二 大臼歯部 で 2．4mm の 拡

大 が 認 め られ た．上 下前歯 の 正 中に つ い て は 顔面正 中

に
一

致 し て い た．

　 5 ．垂 直方向の 問題 （図 3，表 2）

　下顎が前上 方へ 回転 し，∠ Mp −SN は 50
°
へ と減少

した．上歯列 に っ い て ，前歯 と大 臼歯 の 圧下が 認 め ら

れ た．オ ーバ ーバ イ トは治療前 と同様 ， 標準的な値 で

あ っ た ．軟組 織 分 析 で は，Gr −Sn ：Sn−Me コ”
が 1 ：1．1

と な っ た．

考 察

　上歯列 の 側方拡大 に は，ク ウ ォ ド ヒーリク ス ，急速

拡大装置，床 タ イ プ の 拡大装置，トラ ン ス パ ラ タ ル アー
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只

B

C

図 5 側面 エ ッ クス 線写真に よる 重 ね 合わ せ

A ：S お よび SN 平面で の 重 ね 合わ せ

B ：PNS お よび口 蓋平面で の 重 ね合わ せ

C ：Me お よび下 顎下 縁平面で の 重ね 合わ せ

　実線 ：初診時

　 点線 ：動 処終了時

チ，エ ッ ジ ワ イズ 装置で の アーチ ワ イヤ
ー
等 が 用 い ら

れ る
12）．しか し ， 加齢と と もに 正 中 口 蓋縫合お よ び外側

部 の 上 顎縫合の 抵抗力 が増す こ とか ら，骨格性 に 狭窄

した 歯列を拡大す る こ とは困難 となっ て くる
’3〕．本症

例 で は，上 歯列 の幅径が狭 く側方歯群 が ク ロ ス バ イ ト

を呈 し て い た が，患者 の 初診時年齢が 26歳で あ っ た こ

とか ら，骨格性 の 拡大 は 困難と考えられた．成人 に対

し て急速拡大装置 を使用 した 報告
14 ｝も あ るが，歯 へ の

過剰 な 負担や疼痛を伴 う
1s 〕．本症例で は ク ウ ォ ドヒ

ー

リ ク ス で 側 方拡大 を行 っ た 後，エ ッ ジ ワ イ ズ装置の

アーチ ワ イ ヤ
ー

に て 上歯列 の 幅径 を維持し なが ら ト
ー

ク コ ン ト ロ
ール を行 っ た ，本症例で は，歯槽堤 の 幅が

広か っ た た め アーチ ワ イ ヤー
に よ リト

ーク コ ン トV 一

ル を行 っ た こ と に よ り，歯槽骨内で の 歯根 の 頬側移動

が 可能 な範囲内で な さ れ，臼歯部の 過度 の 頬側傾斜が

防止 さ れ た と推察 さ れ る．こ れ と あわ せ て ，緊密 な 咬

合 が 獲得 さ れ た こ と に よ り，小臼歯部 お よび 大臼歯部

と もに 保定期間中 に 後戻 りが ほ と ん ど生 じな か っ た と

考 え られ る．し か し，上 歯列 の 側方拡大 の み で 臼歯部

の被蓋を改善 す る の は 困難で あ っ た た め，下 顎 第
一

大

臼歯 を舌側傾斜 させ て，上 下歯列幅径の 調和 を図 っ た

こ とか ら，治療後は 下顎第
一

大 臼 歯 の 近 心 頬側咬頭頂

間距離 は減少 して い た．

　本症例 で は Gonial　angle の 開大 お よ び 下 顔面高 の

過大が 認 め られ ，下 顎 下 縁平面 が 急傾斜 し て い た た め，

大臼歯 の 近 心移動 お よび 圧 下 に よ っ て ，下 顎を前上方

へ 回転 さ せ る よ う に 治療 を進 め る こ とが必要 で あっ

た．そ の た め，上下顎両側第
一

小臼歯の 抜去，上 下顎

前歯 の 唇側傾斜 お よ び 上 歯列 の 側方拡大 で ス ペ ース を

獲得 し，重 度 の 叢生 を改善す る と と もに 大臼歯 の 近心

移動 を図 っ た ．治療前後 の 側 面 頭部 エ ッ ク ス 線規格写

真の 重 ね 合 わ せ か ら，上 顎 お よ び 下顎 の 大 臼歯 は それ

ぞれ 2mm ， 2．5mm 近心移動 して い た．ま た，上 顎大

臼歯の圧下 に つ い て は，ハ イ プル ヘ ッ ドギ ア
12 ｝お よ び

トラ ン ス パ ラ タル アーチ
15−’7｝を用 い た．下 顎 を前上方

へ 十分 に 回転 さ せ る に は，大 臼歯部 の 圧下 に 加 え て 前

歯部 の圧下 が 同時 に 必要で あ る．上 顎 前歯 部 の 圧 下 に

つ い て は，前歯牽引時 に，イ ン トゥ ル ージ ョ ン ア
ーチ

で 軽 い 圧下力をか け，ま た レ ベ リン グ 時 に 低位 唇 側転

位 した 上顎犬歯 が 固定源 と な っ て，前歯 部 に 圧 下力 が

生 じる よ うに 配慮 した．

　大 臼歯II級関係を改善す る た め に 使用 した 顎 間ゴ ム

につ い て も ， 使用 は 短期間 と し ， 部位 も下顎 に つ い て

は第二 小臼 歯 と し，下顎 大 臼 歯が 挺出 し な い よ う に 注

意を払 っ た
18 ）．ア ン グル II級の 改善は，下顎大 臼 歯の 近

心移 動 な らびに 下顎 の 前上 方へ の 回転 に よ る と考 え ら

れ る．

　本症例 で は，上 歯列 の 圧下 な ら び に 下 顎 大 臼歯 の 挺

出防止 に よ り，下顎 の 前上 方 へ の 回転 が 可 能 とな り，

ロ ン グ フ ェ イス の 改善が 認 め られ た．Gr −Sn ：Sn−Me

は 治療前 1：1．2 で 下顔面高の 過大 を 示 して い た が ，治

療後 に は 1 ：1．1 へ と改善 され た．E −lineS）に 対 す る 上
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唇 お よび下唇 の 位置 は 治療 前 に は
一2．2mm ，＋ O．4

mm で あっ た が ，治療後 に は
一2．8mm ，− 2，0mm と

な り，日本人 に 好 まれ る 軟組織側 貌値
19 ）に 近 い 値 と

な っ た ．前後的 に も H −line　to　NB お よ び Llto 　NB
は治療後 に い ずれ も標準的な 値

9）に 近 づ き，Holdaway

ratio に つ い て も 10．1 ：0．8 か ら 9．3 ：1，8 と な り 日本
人 と し て よ い 側貌 と 感 じ る比 率 4．0 ：1，0 に 近 づ い

た
1の．

　本症例 で は患者 は顔 貌 の 改善 を特 に 望 ん で い な か っ

た が，歯科矯正 単独 で の 治療 で著し い 顔貌 の 改善 が 認

め られ，患者 はた い へ ん 満足 で あ っ た．上 顎犬歯の 低

位唇側転位 の レ ベ リ ン グ を は じ め，治療 の各 ス テ ッ プ

で 適切 な 力系 を 用 い る こ と に よ っ て ， 咬合 の み で な く

顔貌 の 改善が 可能 とな る こ とが 示 さ れ た．
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